
学部の研究テーマ

中学部 グループ研究 実践報告

「生活単元学習」に着目し、各教科及び自立活動、家庭

生活（保護者との連携）との関連付けを整理しながら、

活動の充実を図る。



１．テーマ設定

・生活単元学習の授業づくり（目標設定や評価方法等）が難しい
・教科学習での学びを生活で生かせていない
・教科と生単を組み合わせた単元構成とした、本年度の年間指導
計画の検証が必要

中学部の課題

教科と生活の結びつきを考えて、生単の授業づくりの充実を図る



グループ研 学部会

単元の目標設定と共有

授業実践

授業計画、内容等の検討

年間指導計画の見直し

授業の反省、改善案等の検討

月ごとに生活単元学習の
反省

改善点を年間指導計画に
記録

教育課程に反映

２．取組の方法

学部研

【１学期】
科学の祭典

【２学期】
海に行こう

年間計画の中からこ
れらの単元を取り挙
げ効果的な生単の授
業づくりについて検証

２つの授業実
践を通して効
果的だった手
法をその他の
単元にも反映

年間指導計画、教育課程の
改善

【ゴールイメージ】

・生単の授業づくり（計画、実
践、改善案）の検討
・学習したことを生活で生かす
場の設定

【内容】何に着目する？

【対 象】



単元名 関連する教科の授業
学習内容

活動内容（合わせた教科）

夏野菜を育てよう 理科
夏野菜の苗の観察、品種の名称

・野菜の管理（理科）
・生長や管理の様子を記録する表の作成（数学）・・・etc

歓迎遠足 外国語
身の回りのもの（食べ物やスポー

ツ、動物等）の英単語

・英語をテーマにしたレクリエーション活動（外国語）
・自己紹介（国語）
・レクリエーション等で使用する道具の制作（美術）・・・etc

科学の祭典 理科
磁石の性質

・磁石の性質を利用した魚釣りゲーム（理科）
・釣った魚の数や長さを測る活動（数学）
・魚釣りゲームで使用する竿や魚の制作（美術）・・・etc

ここらすへ行こう
（１・２年生）

社会
天草地域の公共施設と役割

・公共施設の利用（社会）
・昼食代の計算、バス時刻表の見方（数学）
・プレゼンアプリを用いたまとめ（職業・家庭）・・・etc

社会、理科、外国語、美術（一部）については、生単と教科別の学習を関連させ、単元を構成
教科学習：基本的な知識・技能の習得、まとめ等
生単：教科学習での学びを踏まえて体験的な活動を行い、教科の見方・考え方を働かせながら、学びを深める

○１学期の単元構成



○科学の祭典 授業検討会

②理科の学習を、生単とどのように関連させるか

→磁石の性質を利用した魚釣りゲームを活動の中心に設定。

→魚にクリップやアルミホイルなどを付け、どの魚を狙えば釣り上げられるか考えられるよう活動を工夫。

③単元の目標はどのように設定するか

→活動内容を教科の視点で整理。

（磁石の性質を利用したゲーム→理科。 釣った魚の数や長さの比較→数学。 魚づくり→美術）
→理科を中心に、数学、美術等を合わせた単元の目標を２段階に分けて設定。

①理科で何を学習するか

→身近な生活に関わるものとして【磁石の性質】を題材に設定。

→理科で磁石の性質（引き付けられる物と引き付けられない物があること）をおさえる。

授業実践に向けて、教科との結びつきに着目して以下の内容を検討



○科学の祭典 授業実践

魚づくり
【美術・理科】

釣り竿づくり【美術】

磁石の性質を利用した
魚釣りゲーム【理科】

釣った魚の数や長さの
比較【数学】

6

身の回りにある物に磁
石を近づけ、磁石に引
き付けられる物を探す
活動

魚釣りゲームをふりか
えって磁石に引き付けら
れる物と引き付けられな
い物を分別する活動

理科【磁石の性質】 理科【磁石の性質】

生単【科学の祭典】



３．成果と課題①
１学期【科学の祭典】
〇着目点
・教科と生単の結びつき

〇成果
・単元と関連した教科の内容を取り入れ、理科で学んだ知識・技能を活用。
・体験的な学習の重要性を再確認。

〇課題及び要因
①単元の目標まで到達できない生徒もいた。→単元における個人の目標の設定。
②内容が生単ではなく、理科に偏っていた。→教科の単元化。生単の内容の見直し。
③教科別の指導との関連が薄かった。→教科別の指導との関連。

〇改善点
①生単の指導案の様式を定め、単元における個人目標を設定。
②生単を計画する上で大切にしたい視点を学部で検討。
③教科別の指導との関連の見直し。

（学部会の中でのその他の意見）
・教科も単元化して一定期間にまとめ取りしてはどうか。



・小学部で活用している指導案を使用。
・「単元終了時の姿」「単元の目標」「個人の目標」を設定。

①生単の指導案の様式を定め、単元における個人目標を定める。

○２学期に向けての取組



・生徒の実態から、生単で大切にしていきたいことなど、一人一人の考えを共有。
・職員間で共通するキーワードを整理。

一つのテーマに向かってみんな
で取り組むことができる

季節や時期、地域、行事、生徒
の興味・関心に沿ったテーマ

学んだことを生活の中で使う、
役立てる

生活年齢に即した内容

単元の授業担当者はこれらのキーワードを参考に単元目標や内容を計画する。

大切にしたいキーワード

②生単を計画する上で大切にしたい視点を学部で話し合う。

○２学期に向けての取組



○２学期に向けての取組

教科別の学習

③教科との関連のさせ方を見直す。

生活単元学習

学部会で
共有



３．成果と課題②

２学期【海に行こう～オリジナルフォトフレームを作ろう～】

〇着目点
・生単の単元目標と個人目標

〇成果
・生単で大切にしたいキーワードに沿ったテーマ設定と単元目標の設定。
・単元における個人目標の設定。
・教科別の学習で生単と関連した内容を取り入れた実践。

〇課題及び要因
・単元目標と個人目標がつながっていなかった→生単の単元目標、個人目標の設定の仕方。

〇改善点
・単元の目標を全員で共通理解し、単元の計画や内容を検討。

（学部会の中でのその他の意見）
・活動時間が確保できるよう、活動によっては２コマ連続の授業を行ってはどうか。



○３学期に向けての取組

〇単元の目標を全員で共通理解し、単元計画や内容を検討。

（１）単元担当者が「単元終了時の姿」「単元の目標」「単元計画」まで記入した指導案を提示。

（２）「単元終了時の姿」「単元の目標」に重点を置いて検討し、ねらいを明確にする。

（３）単元の目標まで定まったら、目標が達成されるよう、活動内容及び単元計画を検討。

②授業検討会

①事前準備に時間をかけることができるよう、単元開始一か月前に検討会を設定。

授業検討会準備から個人目標設定まで以下の流れで設定

③単元の目標を踏まえて、各担任で個人の目標を設定。



〇次年度の教育課程・年間指導計画について

●週時間割 R5 R６（予定）

４．今後の志向



●年間指導計画

R5 R６（予定）

生単と一部の教科学習の内容や単元の組み方を整理。

〇次年度の教育課程・年間指導計画について

（例）理科

内容を生単と関連させながら実施。 内容を単元化し、一時期にまとめ取りして実施。



〇次年度の教育課程・年間指導計画について

●単元配列表

※図はR6（予定）の単元配列表

・行事との関連性

・各教科との関連性

授業づくり



一つのテーマに向かってみんな
で取り組むことができる

季節や時期、地域、行事、生徒
の興味・関心に沿ったテーマ

学んだことを生活の中で使う、
役立てる 生活年齢に即した内容

家庭とのつながり

生単を計画する上で大切にしたいキーワード



本年度の実践を通して、中学部職員にアンケートを実施。

〇どのような点が向上したと感じるか

・生単における目標設定や評価の仕方について自分の中で整理ができた。

・単元を通して、生徒にどのような姿になってほしいのか、明確なねらいをもって
授業計画ができるようになった。

・目標設定による個々に応じた手立ての立て方などから授業者間での連携が
取れ、よりよいアイデアがうまれた。

・単元計画を考える上で、生徒の実態や季節や時期に応じた単元を考えること
で、よりテーマに沿った単元を考えることができるようになったと思う。

・目標設定で各教科の割合のについて意識づけになった。授業検討会でいろ
いろな先生からの助言により授業づくりに対するスキルアップの良い機会と
なったと感じる。

・各教科における目標を設定することで意識して授業に取り組むことができた。

・個々に応じた手立ての立て方

・生活単元学習の単元目標や授業内容を考えるとき、どんなところに着目した
り、考慮したりしたら良いのかが、授業研や全体研修（研究部企画の夏の研
修）を通して、以前よりも自分の中でこうするとより良いのでは？と思うことが
増えた。

〇本研究を通して、自身の実践力は向上したと感じるか

向上したと感じる

向上しなかったと感じる

おわりに・・・
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